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第８回 亘理町教育委員会定例会会議録 
 

 令和６年１１月２９日午後３時００分、亘理町教育委員会定例会は、亘理町教育委員会 教育長

室に招集された。 

 

１ 出席委員 

   奥野光正 教育長、 

富田栄子 教育長職務代行者、菊池芳晴 委員、中山美知子 委員 

 

２ 欠席委員 

   金子高幸 委員 

 

３ 説明のため出席した職員の職氏名 

   太田貴史  教育次長兼教育総務課長、齋藤彰 生涯学習課長 

   

４ 書記として出席した職員の職氏名 

   菅井崇 教育総務課教育総務班長 

 

５ 会議に付した事件 

    議案第１号 令和６年度亘理町一般会計補正予算（第４号）（教育費関係）に対する 

意見について 

 

６ 前回委員会会議録の承認 

奥野教育長 

 

奥野教育長 

 

 

 

過半数の委員の出席をもって本委員会は成立、午後３時００分開会を宣

し、直ちに会議を開く旨を告げた。 

第７回亘理町教育委員会定例会会議録については、事前に送付していた

ことから、同会議録の質疑及び異議の有無について各委員に諮ったところ、

各委員質疑及び異議なく、第７回亘理町教育委員会定例会会議録を承認し

た。 
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７ 会議録署名委員の指名、議事日程 

奥野教育長 

 

奥野教育長 

規定により会議録署名委員を教育長から指名する旨を告げ、富田栄子 代

行及び菊池芳晴 委員を指名した。 

今回の議事日程について、配付のとおりなので、確認するよう告げた。 

 

８ 教育長報告 

奥野教育長 

 

 

 

富田栄子 教育長職

務代行者 

 

 

奥野教育長 

 

下記の事項について、資料に基づき報告した。 

1.会議・事業報告について 

2.会議等の予定について 

3. その他 

指導主事訪問について、教員の中には指導案が書けない人が多いとの声

を聞いている。そういった状況から今後は代表者だけではなく、各教員の

授業に対しても指導主事が個別に指導していく方向に進んでいくようにな

るのか。 

全員が参加するいわゆる全員授業の方法、校内研究の進度に応じて指導

を行っていく方法、従来通りの代表者が授業を行う方法の大きく３つから

学校長が選択していく形で現在検討されている。 

全員授業が選択肢として増えることは良いことだと思うが、すべての学

校が全員授業を実施すると、地教委で調整や情報収集を行う必要性が新た

に出るため事務量が増大する怖れもある。 

教育長報告について、質疑等がないか各委員に諮ったところ、各委員質

疑等なく教育長報告を承認した。 

 

９ 教育総務課長報告 

太田教育総務課長 

 

 

奥野教育長 

下記の事項について、資料に基づき報告した。 

1.事業報告（１０月３０日～１１月２９日）について 

2.事業予定（１２月２日～１２月２３日）について 

教育総務課長報告について、質疑等がないか各委員に諮ったところ、各

委員質疑等なく教育総務課長報告を承認した。 

 

１０ 生涯学習課長報告 

齋藤生涯学習課長 下記の事項について、資料に基づき報告した。 
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奥野教育長 

1. 事業報告（１０月２６日～１１月２９日）について 

生涯学習課長報告について、質疑等がないか各委員に諮ったところ、各

委員質疑等なく生涯学習課長報告を承認した。 

 

１１ 議    事 

奥野教育長 

 

 

太田教育総務課長 

 

太田教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齋藤生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

議案第１号令和６年度亘理町一般会計補正予算（第４号）（教育費関係）

に対する意見について上程。 

議案の朗読を含めて教育総務課長及び生涯学習課長に説明を指示。 

議案第１号令和６年度亘理町一般会計補正予算（第４号）（教育費関係）

に対する意見について説明。 

○債務負担行為 

小中学校校務支援システム更新業務。期間は令和6年度から令和7年度、

限度額が４８,４５５千円。令和７年８月に現在使用している校務支援シス

テムが期間満了となる。次契約に係るプロポーザル審査の準備行為を今年

度中から行うことから限度額を設定するもの。 

〇歳出 

それぞれの科目で職員人件費が計上されているが、これについては４月

の人事異動によるものとなるので、省略させていただく。 

 委員会事務経費、手数料１３５千円。給食費公会計で口座振替不能や督

促状発送のための郵便料を計上するもの。 

小学校施設管理経費、消耗品費３３８千円。消防設備点検において指摘

を受けた消火器５１本を交換するもの。 

学校給食センター事業費、負担金１,００８千円。米の販売単価が６０ｋ

ｇあたり５,４２０円値上がりしたことによる米飯かかり増し経費負担金。

県内市町村において分担して負担をするもの。 

○歳入 

地方スポーツ振興費補助金２,２００千円。地域スポーツクラブ活動体制

整備事業委託金２,２００千円。国を通した県からの交付金種類が補助金か

ら委託金へと仕組みが変わったことにより歳入額の組み替えを行うもの。 

○歳出 

人件費については、教育総務課と同様のため省略させていただく。 

中央公民館経費、修繕料２６３千円。１階入口付近の縦樋が破損。冬に
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奥野教育長 

 

なると凍って破裂してしまう怖れがあることから修繕を行うもの。 

図書館郷土資料館管理費、工事請負費４,７０５千円。消防設備点検にお

いて指摘を受けた防火シャッターについて修繕するもの。 

海洋センター管理費、５００千円。B＆G海洋センター体育館自動火災報

知設備について、消防設備点検にて絶版品となっていることが判明したこ

とによりシステムを入れ替えるもの。 

質疑等ないか諮ったところ、質疑等なく異議ないものを認め、追加議案

第１号を原案のとおり決定した。 

 

１３ 次回教育委員会の開催日程について 

奥野教育長  次回は定例会とし、令和６年１２月２０日（金）午後３時から開会する。 

 

１４ 閉   会  午後３時２９分 

 

   上記会議の次第を記録し、ここに署名する。 

 

   令和６年１２月２０日 

 

                    署名委員                  

 

                    署名委員                  


